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令和６年第１回足寄町議会臨時会議事録（第１号） 

令和６年２月１９日（月曜日）     

 

◎出席議員（１３名） 

   １番 早瀬川   恵 君   ２番 井 脇 昌 美 君 

   ３番 榊 原 深 雪 君   ４番 矢 野 利惠子 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 髙 橋 健 一 君 

   ７番 木 村 明 雄 君   ８番 細 川   勉 君 

   ９番 川 上 修 一 君  １０番 進 藤 晴 子 君 

  １１番 多治見 亮 一 君  １２番 二 川   靖 君 

  １３番 髙 橋 秀 樹 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   保 多 紀 江 君 

福  祉  課  長   森 岡 彰 寿 君 

住  民  課  長   金 澤 眞 澄 君 

建  設  課  長   松 野   孝 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   飯 野 真 有 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  会議録署名議員の指名＜Ｐ３＞ 

 日程第 ２  会期の決定＜Ｐ４＞ 

 日程第 ３  行政報告（町長）＜Ｐ４～Ｐ５＞ 

 日程第 ４  報 告 第 １ 号        専決処分の報告について（車両破損事故に対する損害賠 

償の額を定めることについて）＜Ｐ５＞ 

 日程第 ５  報 告 第 ２ 号        専決処分の報告について〔令和５年度足寄町一般会計補 

正予算（第１３号）〕＜Ｐ５～Ｐ６＞ 

 日程第 ６  議 案 第 １ 号        第９期足寄町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

（令和６年度～令和８年度）について＜Ｐ６～Ｐ１２＞ 

 日程第 ７  議 案 第 ２ 号        足寄町手数料徴収条例の一部を改正する条例＜Ｐ１２～ 

Ｐ１３＞ 

 日程第 ８  議 案 第 ３ 号        足寄町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正 

する条例＜Ｐ１３～Ｐ１５＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の出席であり

ます。 

ただいまから、令和６年第１回足寄町議

会臨時会を開催いたします。 

 

◎ 町長挨拶 

○議長（髙橋秀樹君） 町長 渡辺俊一君

から、招集の挨拶があります。 

町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、令和６年第１回臨時会の招

集に当たりまして、一言御挨拶を申し上げ

ます。 

町民の皆様には穏やかな新年を迎えられ

たものと思っておりますけれども、新年

早々の能登半島地震で正月気分もですね、

吹き飛んでしまったと言われる方も多いの

かなというように思っているところであり

ます。 

地震発生してから、またもう１か月半以

上が過ぎるというところでございまして、

亡くなられた方については２４１名という

ことでございます。心からお悔やみを申し

上げます。 

また、６万棟以上の家屋に被害があった

ということで、断水、それからまだ、停電

というようなお宅もあるということで、避

難生活が続いております。 

被害に遭われた皆様には心からお見舞い

を申し上げますとともに、１日も早い復旧

復興、元の日常の生活がですね、戻ってく

ることを心から願うところでございます。 

２月に入って非常に寒い日もございまし

たけれども、最近はですね、全国的に春を

思わせるような、そういった天候になって

いるということでございます。 

先週も１０センチ以上の雪が降りました

けれども、非常にとけるのも早いというよ

うなことであります。 

日中の最高気温については、足寄町では

１４日の日に１３.１度が観測されていると

いうことで、２月のですね、観測史上最高

のですね、温度を記録しているというよう

なところでございまして、これも温暖化の

影響もあるのかなと、こう考えるところで

あります。 

まだまだ朝晩寒いですし、日中との寒暖

差といいますか、非常に大きいですので、

体調には十分注意をしていただければとい

うように思いますし、先週ですか、インフ

ルエンザの注意報が発令されたというよう

なことも聞いておりますので、インフルエ

ンザも感染が拡大しているのかなというよ

うにも思っておりますので、引き続き、基

本的な感染対策等ですね、お願いできれば

というように思っているところでありま

す。 

本日、御審議頂く議案でありますけれど

も、専決処分の報告２件と、第９期高齢者

保健福祉計画・介護保険事業計画など、議

案８件を予定しております。 

御審議賜りますようお願いを申し上げま

して、御挨拶とさせていただきます。本日

はよろしくお願いいたします。 

 

◎ 開議宣告 

○議長（髙橋秀樹君） これから、本日の

会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、足寄町議会総合条例

第１８４条の規定によって、２番井脇昌美

君、３番榊原深雪君を指名いたします。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 
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 議会運営委員会委員長 進藤晴子君。 

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 

本日開催されました第１回臨時会に伴う議

会運営委員会の協議の結果を報告いたしま

す。 

会期は、本日２月１９日から２２日まで

の４日間とし、このうち、２０日から２１

日までの２日間は休会といたします。 

次に、審議予定について報告します。 

本日２月１９日は、最初に町長から行政

報告を受けます。 

次に、報告第１号と報告第２号の報告を

受けます。 

次に、議案第１号について提案理由の説

明を受け、質疑を行った後に、議長を除く

１２名の委員で構成する第９期足寄町高齢

者保健福祉計画・介護保険事業計画に関す

る審査特別委員会を設置し、会期中の審査

といたします。 

次に、議案第２号を即決で審議いたしま

す。 

議案第３号につきましては、提案理由の

説明を受け、質疑を行った後に、文教厚生

常任委員会へ付託し、会期中の委員会審査

といたします。 

なお、議案第４号から議案第８号までの

補正予算案につきましては、後日、提案理

由の説明を受けた後、即決で審議いたしま

す。 

以上で、議会運営委員会の協議結果の報

告を終わらせていただきます。 

なお、本会議終了後に全員協議会を開催

いたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 会期決定の件 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２ 会期決

定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日から２月２２日

までの４日間にしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、会期は、本日から２月２２

日までの４日間に決定いたしました。 

なお、４日間のうち、２０日から２１日

までの２日間は休会としたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

 よって、２日間は休会に決定いたしまし

た。 

 

◎ 行政報告 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第３ 行政報

告を行います。 

 町長から行政報告の申出がありましたの

で、これを許します。 

 足寄町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、行政報告を申し上げます。 

足寄町橋梁長寿命化修繕計画の改訂につ

いて御報告申し上げます。 

現在の足寄町橋梁長寿命化修繕計画は、

従来実施してきた対症療法的な事後保全に

よる修繕及び架替えから、損傷が大きくな

る前に予防的な対策を行う予防保全型の維

持管理へ転換することにより、橋梁の延命

化や修繕及び架替えに要する費用の縮減・

平準化を図るため、平成２６年度から令和

５年度までの１０年間を計画期間として平

成２５年１月に策定いたしました。これま

で平成２８年、平成３０年及び令和３年に

更新を行ってまいりましたが、最新の点検

結果に基づき、今後１０年間の修繕計画

を、令和５年１２月に別冊のとおり改訂い

たしましたので御報告申し上げます。 

本町が管理する橋梁は、当初計画策定時

は１２５橋でしたが、令和５年の時点では
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１１９橋で、町道の切替えや撤去に伴う廃

橋が２橋、道道昇格に伴う移管が３橋、町

道廃止に伴う林道への移管が１橋の合計６

橋が減少しました。また、１１９橋のう

ち、建設後５０年を経過する橋梁は現在３

０橋ですが、令和１５年には５３橋、令和

２５年には８６橋となり、今後、急速に高

齢化が進む見込みです。 

次に、橋梁点検に基づく健全性診断の結

果につきましては、４段階の判定区分のう

ち、健全であるものが５４橋、予防保全段

階にあるものが４３橋、早期措置段階にあ

るものが２２橋となっており、緊急措置段

階にあるものはありませんでした。損傷状

況の主なものは、下部工ひび割れや上部工

塗装劣化及び支承腐食、床版漏水などで、

これらの点検結果につきましては、本計画

とともに本町のホームページに掲載し、公

表する予定としております。 

今後６０年間に必要とされる維持管理費

用につきましては、事後保全型では約１３

０億円の費用が必要となるのに対して予防

保全型では約４５億円となり、約８５億円

のコスト縮減が期待できる結果となりまし

た。 

今後も、本計画に基づき橋梁の維持管理

に努めてまいりますので、御理解を賜りま

すようお願い申し上げ、行政報告といたし

ます。 

○議長（髙橋秀樹君） これで、行政報告

を終わります。 

 

◎ 報告第１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第４ 報告第

１号専決処分の報告について（車両破損事

故に対する損害賠償の額を定めることにつ

いて）の件を議題とします。 

 本件について、報告を求めます。 

 建設課長 松野孝君。 

○建設課長（松野 孝君） 議案書２ペー

ジをお願いいたします。 

ただいま議題となりました、報告第１号

専決処分の報告について御説明申し上げま

す。 

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、下記のとおり、車両破損事故に対する

損害賠償の額を定めることについて、令和

６年１月２４日付けで専決処分いたしまし

たので、同条第２項の規定により、これを

御報告するものでございます。 

１、損害賠償の総額は１５万７，５８６

円でございます。 

２、事故発生の場所、日時等につきまし

ては、別紙として３ページに添付してござ

います示談書に記載のとおりでございま

す。 

また、示談の成立に伴いまして、今後、

双方とも異議申立て等をしないことを誓約

しております。 

次に、４ページを御覧ください。 

事故の概要につきましては、令和５年９

月２９日午前７時頃、足寄町郊南１丁目１

７番４３地先において、相手方の運転する

車両が道路上に設置された雨水桝の上を通

過する際に、鉄製の蓋が外れて車両下部に

接触し、損傷を与えたものでございます。 

なお、この事故で運転手にけがはありま

せんでした。 

事故の原因につきましては、雨水桝の蓋

が地面に固定されていなかったためでござ

います。 

過失割合につきましては、足寄町の過失

が１００％でございます。 

５ページに事故発生現場の状況図を添付

しておりますので、御参照をお願いいたし

ます。 

今後につきましても、このような事故が

起きないよう、町道の適切な維持管理に努

めてまいりますので、御理解を賜りますよ

うお願い申し上げ、御報告といたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、報告を

終わります。 

 

◎ 報告第２号 
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○議長（髙橋秀樹君） 日程第５ 報告第

２号専決処分の報告について〔令和５年度

足寄町一般会計補正予算（第１３号）〕の

件を議題とします。 

 本件について、報告を求めます。 

 総務課長 保多紀江君。 

○総務課長（保多紀江君） ただいま議題

となりました、報告第２号専決処分の報告

について、御説明を申し上げます。 

６ページをお開きください。 

令和５年度足寄町一般会計補正予算（第

１３号）を、地方自治法第１８０条第１項

の規定により、令和６年１月２４日付け

で、別紙のとおり専決処分いたしましたの

で、同条第２項の規定により、これを御報

告するものでございます。 

補正予算の内容について申し上げます。 

７ページをお願いいたします。 

令和５年度足寄町一般会計補正予算（第

１３号）。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１５万８，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１０１億１，

２１０万９，０００円とするものでござい

ます。 

補正予算の内容につきましては、報告第

１号で御報告いたしました、町道における

車両破損事故に伴います賠償金１５万８，

０００円の歳出計上と、この財源といたし

まして、損害賠償保険金を同額計上するも

のでございます。 

以上のとおり、御報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、報告を

終わります。 

 

◎ 議案第１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第６ 議案第

１号第９期足寄町高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画（令和６年度～令和８年

度）についての件を議題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 福祉課長 森岡彰寿君。 

○福祉課長（森岡彰寿君） ただいま議題

となりました、議案第１号第９期足寄町高

齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令

和６年度～令和８年度）について、提案理

由の御説明をいたします。 

足寄町議会総合条例第１１条第１項の規

定により、足寄町高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画（令和６年度～令和８年

度）を別冊のとおり定めたいので、御提案

するものでございます。 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

は、３年を１期として定め、３年ごとに見

直しを行うこととなっており、計画策定に

当たり、町民参加による計画の進行管理と

評価を行うために組織された足寄町高齢者

保健福祉推進委員会の皆様に、調査、審

議、そして御意見を頂き、計画の作成に御

尽力頂きましたことに、改めて厚くお礼を

申し上げたいと思います。 

本年２月５日開催の推進委員会におい

て、第９期計画として全員一致で了承さ

れ、具申を頂きましたことから、本日、計

画提案をさせていただくものでございま

す。 

後ほど、計画書に沿って順に御説明をさ

せていただきますが、次期計画期間３か年

の平均要介護認定者数を４７８人と推計

し、そのうち施設サービス利用者を１１６

人、居宅サービス対象者を３６２人と見込

み、今後３年間の介護給付費を介護報酬の

改定を見込んで給付費等の積算をした結

果、費用総額は第８期に比べ１億１，５２

３万円増の２７億９，１２７万円と推計い

たしました。 

この推計値に基づき、第８期同様、低所

得者への軽減措置や、国の基準に従い高所

得者の保険料負担段階の多段階化を行い、

さらに保険料引上げを避けるため、介護給

付費準備基金を約６，１９０万円取崩し、

６５歳以上の第１号被保険者の基準保険料

月額を第８期と同額の５，７５０円とし、
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他の段階の保険料につきましても、国の標

準乗率及び公費軽減割合を用いた乗率を使

用した保険料といたしました。 

なお、今回の臨時会で本計画の議決を頂

いた後、本年３月の第１回定例会に、本計

画に基づく足寄町介護保険条例を改正する

条例の提案を予定しております。 

現在、計画書の最終校正を行っており、

本日配付の計画書の一部に、字句の修正等

が行われる可能性があることにつきまし

て、御了承くださいますようよろしくお願

い申し上げます。 

非常にボリュームのある内容でございま

すので、重点項目や、特に御説明が必要と

思われる内容にポイントを絞り、御説明さ

せていただきます。 

計画書２ページをお開き願います。 

まず、Ⅰ、総論の第１章 計画の考え

方、１、計画策定の趣旨についてですが、

我が国の６５歳以上高齢者人口は、団塊の

世代が７５歳以上の後期高齢者となる２０

２５年には３，６５３万人に達すると見込

まれる一方、総人口は２０１０年以降減少

に転じており、特に高齢者を支える１５歳

から６４歳までの生産年齢人口は、令和４

年１０月１日現在７，４２１万人となり、

１人の高齢者を２人の現役世代で支えなけ

ればならなくなっています。 

それに対応するためには、国は介護保険

制度の断続的な見直しを行い、高齢者が可

能な限り住み慣れた地域でその有する能力

に応じて自立した日常生活ができるよう、

医療、介護、介護予防、住まい、生活支援

を一体的に提供する地域包括ケアシステム

の構築を推進してまいりました。 

本町におきましては、平成２２年度より

医療と介護、保健、福祉連携システムを構

築し、在宅生活を支える取組を進めてきま

したが、さらなる高齢化率の上昇が見込ま

れる中、継続的に地域包括ケアシステムの

深化・推進と自立支援、介護予防や医療、

介護連携に向けた取組を推進していきま

す。 

２、計画策定の位置づけと構成につきま

しては、高齢者保健福祉計画と介護保険事

業計画を、高齢者の福祉及び介護に関する

総合的な計画として一体的に策定すること

と、足寄町第６次総合計画及び足寄町地域

福祉計画、並びに国の基本指針や北海道の

関連計画との整合性を図り、策定するもの

です。 

３、計画の期間につきましては、令和６

年度から令和８年度までの３年間とし、今

後のサービス見込み量や保険料の推計を行

いました。 

４、日常生活圏域の設定につきまして

は、足寄町全体を一つの日常生活圏域とし

て設定いたしました。 

５、計画の作成体制と住民の意見反映に

つきましては、第９期北海道高齢者保健福

祉計画・介護保険事業支援計画骨子を基盤

として、検討を行っていただきました。 

次に、５ページをお開きください。 

第２章 基本理念、基本目標、重点取

組、１、基本理念につきましては、前期計

画に引き続き、「いくつになってもひとり

になっても安心して暮らせる愛のまち」を

目指したまちづくりを積極的かつ計画的に

推進することとしています。 

６ページ、２、基本目標ですが、基本目

標１、生涯生きがいを持ち健康に生活でき

るまちの実現、基本目標２、住み慣れた地

域で最後まで安心して生活できるまちの実

現、基本目標３、高齢者の尊厳を支えるま

ちの実現、基本目標４、地域で支え合い、

継続的ケアの受けられるまちの実現、７

ページに移りまして、基本目標５、介護保

険サービスを安定して提供できるまちの実

現、以上の五つの基本目標を設定しており

ます。 

次に３、重点的取組ですが、今後３年間

の計画の推進に当たり、①高齢者の積極的

な社会参加・生きがいづくりの推進、②在

宅福祉サービスの充実、８ページに移りま
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して、③住みよい環境づくりの推進、④認

知症施策の推進、９ページに移りまして、

⑤高齢者の権利擁護制度の推進、⑥介護予

防・生活支援の推進、⑦地域包括ケアシス

テム（医療と介護、保健、福祉連携システ

ム）の深化・推進、１０ページに移りまし

て、⑧介護保険事業の適正な運営、⑨介護

人材の確保及び資質の向上、以上を重点的

に取り組むこととしております。 

続いて、１１ページ、第３章 足寄町の

高齢者の現状と将来推計の総人口と高齢化

率の推移ですが、本町の総人口は昭和３５

年をピークに減少し、令和５年９月では

６，２０４人となっています。一方、７５

歳以上の人口は増加を続けており、高齢化

率は４０％を既に超えています。 

続いて、１３ページ、表２、人口推計で

ありますが、令和８年には後期高齢者の比

率が２５％を超え、町民の４人に１人が７

５歳以上になる見込みです。また、６５歳

以上人口は平成３０年以降徐々に減少して

おり、その傾向は令和６年度以降も同様と

なる見込みとなっております。 

続いて、２、要介護認定者の現状と将来

推計ですが、１４ページに移りまして、

（１）要介護認定者数等の推移ですが、要

介護認定者数は平成２４年まで年々増加

し、平成２９年まではほぼ横ばいとなり、

平成３０年に一旦減少しましたが再度横ば

いとなっております。また、平成２８年か

ら介護予防日常生活支援総合事業が導入さ

れ、平成３０年まで要支援１・２が減少し

ましたが、令和元年以降は年々増加してい

ます。 

１５ページ、（２）要介護認定者数の推

計ですが、令和５年９月末の年齢区分ごと

の人口に占める要介護度別の認定者数の割

合は８０から８４歳の要介護認定者出現率

は５人に１人、８５歳以上の要介護認定者

出現率はおよそ２人に１人の割合となって

おり、令和８年度まで、要介護認定者数は

年々増加していくものと見込まれます。 

１６ページ、（３）施設における利用者

数の推計ですが、令和８年度は１１４人、

令和１２年度は１１８人と横ばいになると

見込んでおります。 

続いて、（４）居宅サービス対象者数の

推計ですが、計画期間中は増加するものと

推計しています。 

１７ページ、３、高齢者のいる世帯の状

況ですが、総世帯数は減少しており、現在

全世帯数の半数以上が高齢者のいる世帯と

なっています。 

１８ページから２１ページの４、医療費

の状況ですが、生活習慣病患者数を見る

と、高血圧、筋・骨格、脂質異常症と狭心

症が高くなっています。 

２１ページを御覧ください。 

医療費の現状を見ると、糖尿病、関節疾

患などが上位を占め、糖尿病、脂質異常症

は自覚症状がないことが特徴であるため、

長期間放置してしまうと、脳、心臓、腎臓

の血管に障害が発生し、脳梗塞等の疾患に

つながり、後遺症を残すなどして、要介護

状態の原因となることが考えられることか

ら、若いときからの生活習慣病の予防が重

要となっています。 

続いて、２２ページから各論に入りま

す。 

２３ページの図７に、計画の体系図を掲

載しております。 

続いて、２４ページ、第１章 生涯生き

がいを持ち健康に生活できるまちの実現に

ついてですが、第１節、高齢者の積極的な

社会参加・生きがいづくりの推進、１、生

きがいづくりの推進として、（１）老人ク

ラブの活性化への支援や、（２）ふれあい

プラザ活動等による生きがいづくり支援を

行います。 

次に、２５ページ、２、地域活動促進の

ための基盤整備では、（１）世代間交流の

推進について、さらに２６ページ、（２）

高齢者の就労・ボランティア活動の促進で

は、高齢者の知識、知恵、技術、技能を生
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かした多様な就労の機会を確保するため

に、高齢者就労センターの活動支援を継続

するとともに、ボランティアとして活動す

る高齢者等の拡大に向け、介護ボランティ

アの養成研修や啓発活動等を行うこととし

ています。 

続いて、２７ページ、３、生きがい活動

支援事業についてですが、（１）生きがい

活動支援通所事業（生きがいデイサービ

ス）では、高齢者の介護予防を図るため、

利用者のニーズに合わせた魅力あるメ

ニューを導入するなど、利用者拡大に向け

た対策を検討します。 

次に、（２）敬老祝い金及び２８ページ

の（３）敬老会開催費交付金の２事業につ

きましては、引き続き行うこととし、地域

のつながりや敬老思想の醸成を図ることと

しております。 

２９ページ、第２章 住み慣れた地域で

最後まで安心して生活できるまちの実現に

ついてですが、第１節、在宅福祉サービス

の充実、１、保健医療サービスの充実とし

て、足寄町健康づくり計画に基づいて、健

康診断、保健指導、健康教育、健康相談等

の各種健康づくり事業に取り組み、特定健

診受診率、特定保健指導率は目標を達成し

ました。今後も特定健診受診率の向上、メ

タボリック該当者予備軍への特定保健指導

等を実施し、生活習慣病予防とともに、重

症化予防が必要と考えております。 

３０ページの表１４では、各分野の現状

や目標について掲載しております。 

３１ページ、（２）特定健診・特定保健

指導についてですが、受診機会を多くする

ように努めるとともに、定期通院治療中

で、医療機関での検査が必須項目を満たし

ている場合、データを提供してもらうこと

で検診を受診したとみなすことができるこ

とから、令和４年度の受診率は６４．５％

となり、国の目標である６０％は達成いた

しました。国の目標は達成できましたが、

生活習慣、検査値の改善は容易ではないこ

とから、効果的な指導の在り方について、

今後も研さんが必要と考えております。 

３２ページ、（３）高齢者インフルエン

ザ予防接種等については、予防・重症化防

止に資するものであることから、予防接種

に関する正しい知識と接種方法の普及に努

めます。 

３３ページ、２、生活を支える医療の充

実についてですが、今後ますます多様化す

る医療ニーズに対応するために、関係機関

との連携や通院移動支援の充実などを図り

ます。 

また、３、福祉サービスの充実について

ですが、施設サービスの確保を図るほか、

３５ページ、生活支援サービスの充実とし

まして、外出支援サービス、除雪サービ

ス、緊急通報システム設置、配食サービ

ス、紙おむつ支給事業等を実施し、高齢者

等が自宅等において自立した日常生活を続

けることができるように支援をしてまいり

ます。 

続きまして、４０ページを御覧くださ

い。 

第２節、住みよい環境づくりの推進で

は、利用しやすい交通・移動手段の推進、

防犯・消費者保護の充実、交通安全の推

進、高齢者の居住安定施策の推進、大規模

災害や感染症などへの対応を図ってまいり

ます。 

次に、４４ページですが、第３章 高齢

者の尊厳を支えるまちの実現についてです

が、認知症施策の推進として、認知症サ

ポーター養成講座を広い世代に対して行

い、地域全体が認知症に対する理解を深め

られるよう推進するほか、認知症初期集中

支援チームの設置や認知症地域支援推進員

の配置を行い、早期に認知症の診断や治

療、適切な介護サービスにつながるよう支

援を図ります。 

次に、４７ページを御覧ください。 

認知症の進行状況に合わせて、いつ、ど

こで、どのような支援を受けることができ
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るかの流れをまとめた足寄町認知症ケアパ

スを図８として掲載しております。 

４９ページ、認知症高齢者等への地域見

守り体制の推進についてですが、かえる

ネットワークやチームオレンジ活動により

地域で暮らす認知症の人の支援等を図って

いきたいと考えております。 

５０ページ、第２節、高齢者の権利擁護

制度の推進では、成年後見制度の利用支援

や高齢者虐待防止を図っていきます。 

５３ページを御覧ください。 

第４章 地域で支え合い、継続的ケアの

受けられるまちの実現についてですが、第

１節、介護予防・生活支援の推進におい

て、自立支援・介護予防・日常生活支援総

合事業として、軽度な方が利用する訪問型

サービスや通所型サービスの円滑な実施を

図るほか、緩和した基準によるサービスの

提供や住民主体による支援体制の構築につ

いて検討していきます。また、老人クラブ

等の各種団体で、健康講座や介護予防事業

を実施し、重度化防止と健康寿命の延伸を

図ります。 

５７ページに移りまして、第２節、地域

包括ケアシステム（医療と介護、保健、福

祉連携システム）の深化・推進、１、地域

ケア会議の充実では、医療介護の多職種で

個別事例の検討、地域ネットワーク構築、

地域課題把握を行っていきます。 

また、５８ページ、２、在宅医療・介護

連携の推進では、住み慣れた地域で自分ら

しい暮らしを人生の最期まで続けることが

できるよう、在宅医療と介護を一体的に提

供し、切れ目のない在宅医療と介護の提供

体制の構築を推進し、医療機関と介護事業

所等の関係者の連携を図ります。 

５９ページ、３、多様な主体による生活

支援・介護予防サービス基盤の推進では、

生活支援コーディネーターと連携し、町内

の多様な主体による足寄町生活支援・介護

予防サービス提供体制整備推進協議体にお

いて、必要な生活支援・介護予防提供体制

について検討していきます。 

６０ページ、４、相談窓口の充実につい

てですが、来所者の相談を待つのではな

く、家庭訪問、地域の方や民生委員などか

らの情報収集、地域の各種団体に出向くな

ど早期把握に努め、関係機関との連携をと

りながら、地域で安心して生活できる相談

支援体制の充実を図ります。 

６３ページ、第５章 介護保険サービス

を安定して提供できるまちの実現について

ですが、第１節、介護保険事業の適正な運

営として、ケアプランの点検や、制度の周

知及び事業者情報の提供、適切な要介護認

定などに努めるほか、６６ページ、３、在

宅サービスの充実において、これまでサー

ビスの利用実績を考慮し、訪問介護、訪問

看護、通所介護、ショートステイ、福祉用

具貸与などの各サービスの見込み量を推計

いたしました。 

また、７４ページ、４、施設サービスの

充実においても同様に、これまでのサービ

スの利用実績等を考慮し、特別養護老人

ホームなどの各サービスの見込み量を推計

いたしました。 

７６ページに移りまして、市町村が事業

者の指定権限を持ち、それぞれの市町村住

民の利用が優先される地域密着型サービス

においても、デイサービスやグループホー

ム、小規模多機能型居宅介護サービス等に

ついてのサービス見込み量を推計しており

ます。 

続きまして、７９ページ、その他のサー

ビスについてですが、介護保険サービスの

自己負担額が一定額を超えた場合に支給さ

れる高額介護サービス費の支給のほか、８

０ページ、特定入所者介護サービス費（補

足給付）支給や、グループホーム家賃等助

成事業などを行い、低所得者の負担軽減を

図っていきます。 

次に、８３ページを御覧ください。 

７、介護保険料につきましては、（１）

介護保険費用の推計としまして、サービス
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種別・要介護度別ごとの１回（日）当たり

の平均給付費の実績値、または単位費用に

各年度のサービス種別ごと・要介護度別見

込み量を乗じ、さらに令和６年度の介護報

酬の改定を考慮し積算いたしました。 

３年間の標準給付費見込額は２６億５，

６２８万９，０００円となり、主な内訳は

居宅サービス費が１３億９，７５７万３，

０００円、施設サービス費が９億７，５４

４万円などとなっています。 

団塊の世代が７５歳を迎える令和７年度

では、標準給付費見込額が９億１，４４７

万４，０００円となる見込みであり、引き

続き必要なサービス供給量の確保とあわ

せ、より一層の健康づくりや介護予防に努

めるものであります。 

８４ページから８６ページまで、表１５

で、各サービスの給付費・利用量等の推計

を掲載しております。 

続いて、８７ページ、（２）第１号被保

険者の所得段階別人数の推計ですが、第１

号被保険者の介護保険料は、令和６年度か

ら令和８年度までの本町の介護保険事業の

給付費等の２３％を所得等に応じ御負担頂

くことになります。 

令和５年６月当初賦課時点の所得段階別

被保険者数をもとに、中間年である令和７

年度の被保険者数の推計を行うと、表１６

のとおりとなりました。 

８８ページ、（３）第１号保険料率の推

計ですが、３年間の第１号被保険者の介護

保険料は、３年間の給付費見込額と地域支

援事業費見込額の２３％を後期高齢者の割

合及び所得段階別加入割合等を加味し、本

町の６５歳以上の人数で割ることにより算

出いたしました。 

これまで頂いた保険料を積み立てた介護

給付費準備基金を取り崩さない場合の介護

保険料基準額は年額７万７，８４４円、月

額６，４８７円となりましたが、基金の令

和５年度末残高が約１億４，３００万円と

なる見込みでありますことから、このうち

６，１９０万円を次期３年間で取り崩すこ

ととし、令和６年度からの介護保険料は、

第８期と同額の年額６万９，０００円、月

額５，７５０円とすることといたしまし

た。 

ちなみに令和１２年度の介護保険料の推

計では、基準額は８万９，０１６円、月額

７，４１８円と見込んでおります。 

８９ページ、９０ページに、介護保険

サービスの標準給付費推計を掲載していま

す。 

９０ページ、（４）所得段階別の保険料

ですが、保険料は所得に応じた御負担を頂

くことになり、所得段階別の月額保険料

は、９１ページ、表１８のとおりで、低所

得者軽減措置は引き続き行うこととしてお

ります。 

続きまして、９１ページ、（６）介護給

付に係る収入・費用の見込みは、９２ペー

ジ、表１９にまとめており、費用総額を２

７億９，１２７万７，０００円と見込み、

財源となります国、北海道などの各負担金

の率は、次ページ、表１９の備考欄を御覧

ください。 

９３ページ、第２節、介護人材の確保及

び資質の向上、１、サービスの質向上のた

めの取組として、介護支援専門員への支援

や介護サービス事業者の指導を実施しま

す。 

また、９４ページ、介護人材の確保にお

いては、介護人材に限らず、全国的に労働

力不足が進んでいく状況から、介護の有資

格者を雇用する取組はさらに厳しい状況に

なると思われ、若い世代に対して、介護職

の重要性ややりがいを伝えることで、介護

職を志す人材を増やす、介護の資格を持た

ない人材を雇用して育成するといった事業

に取り組み、研修制度やスキルアップ支援

制度等の充実に努めていきます。 

第６章 計画推進体制と評価では、本計

画策定に当たり、介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査、在宅介護実態調査の実施と、
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足寄町生活支援・介護予防サービス提供体

制整備推進協議体において、介護保険事業

及び介護予防等における現場の課題につい

て把握を行ったほか、町民にパブリックコ

メントを実施いたしました。 

今後は、本計画の円滑かつ確実な実施を

図るため、足寄町高齢者保健福祉推進委員

会で進捗状況の点検、評価を行うほか、自

己点検を実施します。 

９７ページからは資料編となっておりま

して、９８ページから１０３ページまでは

足寄町の概要、計画の作成体制を掲載して

おり、説明は省略させていただきます。 

続いて、１０４ページから１１２ページ

までは、高齢者保健サービスの一覧でござ

いますが、これまで概略等を説明させてい

ただいたものを含む様々なサービスについ

て一覧にまとめたものです。 

続いて、１１３ページから１４０ページ

までは、主に高齢者の生活実態を把握する

ために実施いたしました日常生活圏域ニー

ズ調査及び在宅介護実態調査の結果の概要

を掲載しています。 

以上で、計画内容についての御説明とさ

せていただきます。 

今後も、高齢化は進展する見込みです

が、介護保険財政の安定運営を図るため、

健康づくりや介護予防による健康寿命の延

伸に努め、必要なサービスの提供体制の整

備に取り組み、本計画の基本理念である

「いくつになってもひとりになっても安心

して暮らせる愛のまち」を目指してまいり

たいと考えておりますので、御理解を賜

り、御審議頂きますようお願い申し上げ、

提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

本件につきましては、総合条例第１１条

第２項の規定により、議長を除く１２名の

委員で構成する第９期足寄町高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画に関する審査特

別委員会を設置し、これに付託し会期中の

審査とすることにしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、本件については議長を除く

１２人の委員で構成する第９期足寄町高齢

者保健福祉計画・介護保険事業計画に関す

る審査特別委員会を設置し、これに付託し

会期中の審査とすることに決定しました。 

暫時休憩します。 

休憩中に特別委員会を開催し、正副委員

長の互選を願います。 

午前１０時４９分 休憩 

午前１０時５４分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

諸般の報告をいたします。 

第９期足寄町高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画に関する審査特別委員会の正

副委員長の互選が行われ、その結果の報告

が委員長の手元に参りましたので報告いた

します。 

委員長に、川上修一君。 

副委員長に、多治見亮一君。 

以上のとおりです。 

 

◎ 議案第２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第７ 議案第

２号足寄町手数料徴収条例の一部を改正す

る条例の件を議題といたします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 住民課長 金澤眞澄君。 

○住民課長（金澤眞澄君） 議案書１６
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ページを御覧ください。 

ただいま議案となりました、議案第２号

足寄町手数料徴収条例の一部を改正する条

例につきまして、提案理由の御説明を申し

上げます。 

このたびの改正は、令和元年５月３１日

に戸籍法の一部を改正する法律が公布さ

れ、町民の利便性の向上と戸籍事務の効率

化を図るため、本籍地以外での戸籍謄本等

の広域交付及び戸籍及び除籍電子証明書提

供用識別符号の発行に関する改正規定が、

令和６年３月３１日に施行されることに伴

い、地方公共団体の手数料の標準に関する

政令の一部が改正され、手数料を徴収する

事務及び金額が新たに定められたため、本

条例の一部を改正するものです。 

改め文の朗読は省略させていただきまし

て、主な改正内容について御説明させてい

ただきます。 

１９ページ、２０ページを御覧くださ

い。 

１点目として、戸籍謄本等の広域交付に

伴い、磁気ディスクをもって調製された戸

籍及び除籍に係る書面という表記を、戸籍

証明書及び除籍証明書に改め、字句の整理

をさせていただくとともに、広域交付に係

る手数料を、戸籍謄本等の交付手数料と同

額の戸籍４５０円、除籍７５０円とするも

のでございます。 

２点目として、電子証明提供用識別符号

の発行事務が追加されることに伴い、本町

が徴収する手数料の額を戸籍４００円、除

籍７００円とするものです。 

２１ページ、２２ページを御覧くださ

い。 

３点目として、戸籍の届書の画像を電子

化し、届出情報を作成することに伴い、証

明書の交付及び閲覧をすることができる情

報を追加し、その証明書の交付及び閲覧に

関する額を、届出その他書類の記載事項証

明等の交付及び閲覧と同額の３５０円とす

るものでございます。 

以上３点が主な改正となります。 

１７ページへお戻りください。 

附則として、改正規定が令和６年３月１

日に施行されることから、本条例の施行期

日にても同日とするものでございます。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

 これで討論を終わります。 

 これから、議案第２号足寄町手数料徴収

条例の一部を改正する条例の件を採決しま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

 したがって、議案第２号足寄町手数料徴

収条例の一部を改正する条例の件は、原案

のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第８ 議案第

３号足寄町廃棄物の処理及び清掃に関する

条例の一部を改正する条例の件を議題とい

たします。 

 本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

 住民課長 金澤眞澄君。 
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○住民課長（金澤眞澄君） 議案書２３

ページを御覧ください。 

ただいま議案となりました、議案第３号

足寄町廃棄物の処理及び清掃に関する条例

の一部を改正する条例につきまして、提案

理由の御説明をさせていただきます。 

改め文の朗読は省略させていただいて、

新旧対照表にて御説明させていただきま

す。 

２５ページ、２６ページを御覧くださ

い。 

本条例の改正は、近年の燃料価格の高騰

や資機材の調達費上昇などにより、収集運

搬に要する経費が増加しているため、し尿

等処理手数料の改正を行うものでございま

す。 

し尿等処理手数料は、平成１８年４月１

日に規定されて以来、消費税率の上昇分の

みを反映させた改定を実施しており、現行

の手数料は、平成３１年１０月１日に消費

税率が８％から１０％に引上げられたのに

合わせまして改定を実施し、基本料金が、

１，８７０円、超過料金が４円６８銭と

なっています。 

改正の内容でございますが、これまで、

し尿処理手数料に係る消費税は内税とし

て、税込み価格で規定してきたところです

が、本改正により、税抜価格として改正す

るとともに、改定後の基本料金を２，０４

０円、超過料金を５円１０銭とするもので

ございます。 

改正後の基本料金及び超過料金は税抜価

格ですので、これに現行の消費税率１０％

を加算しますと、それぞれ２，２４４円、

５円６１銭となり、改定前と比較しますと

約２割の増加となります。 

２３ページへお戻りください。 

附則としまして、この条例の施行期日を

令和６年４月１日から実施することといた

しております。 

経過措置として、別表の規定は条例の施

行日以後に収集するし尿等について適用

し、これより前に収集されたし尿等の手数

料については従前の例によるものとしてお

ります。 

以上、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 はい、７番。 

○７番（木村明雄君） ここでですね、

ちょっと私もちょっと分からないわけなん

ですけどもね。今の時代、この銭の単位で

使ってるわけなんで、この辺について

ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 住民課長。 

○住民課長（金澤眞澄君） 従前から、銭

の単位を使わせていただいているのですけ

れども、超過料金につきまして、１００

リットルごとの超過料金の単位になってい

ますので、銭が…、１リッター当たり…、

すみません。改定後でいくと、５円１０銭

ですか。これ１００リットル単位の収集を

行っているものですから、５１０円となり

ますので、今改正については、５円１０銭

で設定しております。 

以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） はい、７番。 

○７番（木村明雄君） そこでですね、こ

れそんなにないのではないかと思うんです

よね。５円１０銭だなんてね。これ一体全

体、どうなってるのかなというのが私の不

思議なとこなんだけども。これ、切り上げ

るとか切り下げるとか、円は円だという形

にならないのかどうなのか、その辺ちょっ

とお伺いしたいと思います。 

○議長（髙橋秀樹君） 答弁、副町長。 

○副町長（丸山晃徳君） 副町長でござい

ます。答弁させていただきます。 

今回の値上げの基準が物価高ですとか、

そういうものに対応するということで、管
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内町村等の比較等もしながら、やはり２０

％ぐらいが適切じゃないかということで考

えさせていただきました。 

４００リットルであれば、２，０４０

円、税込み２，４４４円なんですが、それ

を１リットル当たりで割り返したら、５円

６０銭。そうすると、円単位にするという

ことは、５円か６円ということになるの

で、そうなると２０％よりもかなり大幅な

値上げになるということで、逆算した結果

２割の基準で、当然そのトータルしたら円

未満切捨てという形になりますので、この

今回の重点を置いたのは２０％アップとい

うところで考えさせていただきました。 

以上でございます。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで質疑を終わ

ります。 

ただいま議題となっております、議案第

３号足寄町廃棄物処理及び清掃に関する条

例の一部を改正する条例の件は、文教厚生

常任委員会に付託し、会期中の審査とする

ことにしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、議案第３号足寄町廃棄物の

処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例の件は、文教厚生常任委員会に付託

し、会期中の審査とすることに決定いたし

ました。 

なお、本件は会期中の休会中に審査の

上、報告を願います。 

 

◎ 散会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 以上で、本日の日

程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。 

 次回の会議は、２月２２日、午前１０時

より開会いたします。 

 大変御苦労さまでございます。 

午前１１時０８分 散会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


